
１．自分が受検する階級の問題用紙であるか確認してく
ださい。

２．検定開始の合図があるまで問題用紙を開かないでく
ださい。

３．この表紙の右下の欄に，氏名・受検番号を書いてく
ださい。

４．解答用紙の氏名・受検番号・生年月日の記入欄は，
もれのないように書いてください。

５．解答は必ず解答用紙（裏面にもあります）に書き，解
法の過程がわかるように記述してください。ただし，
「答えだけを書いてください」と指示されている問題
は答えだけを書いてください。

６．答えが分数になるとき，約分してもっとも簡単な分
数にしてください。

７．答えに根号が含まれるとき，根号の中の数はもっと
も小さい正の整数にしてください。

８．電卓を使用することができます。
９．携帯電話は電源を切り，検定中に使用しないでくだ
さい。

10．問題用紙に乱丁・落丁がありましたら検定監督官に
申し出てください。

11．出題内容に関する事項を当協会の許可なくインター
ネットなどの不特定多数が閲覧できるような所に掲
載することを固く禁じます。

－

氏 名 

受検番号

〔検定時間〕９０分

検定上の注意 

準２級-２次

下記の「個人情報の取り扱い」についてご同意いただいたうえでご提出く
ださい。
【このフォームでお預かりするすべての個人情報の取り扱いについて】
１．事業者の名称　　公益財団法人 日本数学検定協会  理事長 清水 静海
　〒110-0005 東京都台東区上野 5-1-1 文昌堂ビル 6階
２．個人情報保護管理者の職名、所属および連絡先
　管理者職名＝個人情報保護管理者
　所属部署＝事務局　事務局次長　　連絡先＝03-5812-8340
３．個人情報の利用目的　　検定の実施・運営に関する業務（検定の申込
　受付、検定業務の準備、検定会場の振り分け、出欠確認、受検者情報
　の管理、採点・結果の確認、結果通知、本人確認、受検者への連絡等、
　各種問い合わせへの対応、緊急時の連絡など）、同様の検定のご案内、
　調査・分析、統計資料・マーケティングデータの作成、当協会の公益
　事業に関連する研究・企画開発、その他当協会が行う公益事業に関す
　るご案内などのため。
４．個人情報の第三者への提供　　法令に定める特別な場合を除いて、
　ご本人様の同意なく第三者へ開示・提供いたしません。
５．個人情報取り扱いの委託　　前項利用目的の範囲に限って個人情報
　を外部に委託することがあります。
６．個人情報の開示等の請求　　ご本人様はご自身の個人情報の開示等
　に関して、下記の当協会お問い合わせ窓口に申し出ることができます。
　その際、当協会はご本人様を確認させていただいたうえで、合理的な
　対応を期間内にいたします。
　【問い合わせ窓口】
　 公益財団法人 日本数学検定協会　カスタマーサービスセンター
　 〒110-0005 東京都台東区上野 5-1-1 文昌堂ビル 4階
　 TEL：03-5812-8341 電話問い合わせ時間 月～金 10:00-16:00
　 （祝日・年末年始・当協会の休業日を除く）
７．個人情報を提供されることの任意性について　　ご本人様が当協会
　に個人情報を提供されるかどうかは任意によるものです。ただし正し
　い情報をいただけない場合、適切な対応ができない場合があります。
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〔準２級〕 ２次：数理技能検定

右の図は，ＢＣ＝６cm ，∠ＢＣＡ＝９０°の直角三角形
です。これについて，次の問いに答えなさい。ただし，

円周率はπとします。 （測定技能）

（１）　ＡＢ＝１１cmのとき，△ＡＢＣを，直線ＢＣを軸とし
て１回転させてできる立体の体積を求めなさい。

（２）　ＡＢ＝１２cmのとき，△ＡＢＣを，直線ＡＢを軸とし
て１回転させてできる立体の体積を求めなさい。この問

題は答えだけを書いてください。
Ｂ Ｃ

Ａ

6cm

準２−２−１



２

３

次の問いに答えなさい。

（３）　２つの人形Ａ，Ｂは相似な立体です。人形Ａの高さは１５cmで体積は８１０cm3，人形
Ｂの高さは２０cmです。人形Ｂの体積を求めなさい。 （測定技能）

次の問いに答えなさい。  

（４）　nを正の整数とします。 １５３６nが整数となるような nの最小値を求めなさい。この

問題は答えだけを書いてください。

準２−２−２



４ 　kを定数とします。放物線 y＝x 2＋（k－６）x－２k＋１７について，次の問いに答え

なさい。

（５）　k＝１２のとき，放物線と x軸の共有点の座標を求めなさい。この問題は答えだけを書

いてください。

（６）　放物線と x軸が異なる２つの共有点をもつとき，kのとり得る値の範囲を求めなさい。

準２−２−３



５ 次の問いに答えなさい。

（７）　０°≦θ≦１８０°において，sinθ＋cosθ＝－　 のとき，sinθcosθの値を求めなさい。３
４

準２−２−４



６ 　異なる n種類のものから重複を許してm個を選ぶ組合せを重複組合せといい，その総

数を

nＨm　…①

と表します。

　たとえば，赤球，青球，白球，黒球がそれぞれ５個以上あり，その中から球を５個選

ぶとき（１個も選ばれない色の球があってもよいものとします），色の組合せの総数は 4Ｈ5

となります。

　また，nＨmの値は

nＨm＝ n＋m－1Ｃm

で求めることができます（このことを証明する必要はありません）。これについて，次の

問いに答えなさい。

（８）　4Ｈ5 の値を求めなさい。この問題は答えだけを書いてください。

（９）　区別のつかない７個の球を５つの箱Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ，Ｅに入れるとき，球の入れ方は

全部で何通りありますか。①を用いて求めなさい。ただし，１個も球が入らない箱が

あってもよいものとします。
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７ 次の問いに答えなさい。

（10）　正の整数 nに対し，nの正の約数すべての和をσ（n）と表します。たとえば，６の正の

約数は１，２，３，６より

σ（６）＝１＋２＋３＋６＝１２

　　です。また，１００の正の約数は

１，２，４，５，１０，２０，２５，５０，１００

　　より

σ（１００）＝１＋２＋４＋５＋１０＋２０＋２５＋５０＋１００＝２１７

　　です。

　　　１００以上１５０以下の１０の倍数 nのうち

　　　

　　が整数の値をとる nが１つだけあります。その nとそのときの　　　の値をそれぞれ求

　　めなさい。この問題は答えだけを書いてください。 （整理技能）

σ（n）
n

σ（n）
n
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※「数検」「数検／数学検定」「数検／Suken」は当協会に専用使用権が認められています。



１

２

（１）

（２）

（３）

（Ｎｏ.１）

※解法の過程を記述してください。

※解法の過程を記述してください。
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さ
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。

（Ｎｏ.２）実用数学技能検定

３ （４）

４

５

※解法の過程を記述してください。

※解法の過程を記述してください。

（５）

（６）

（７）



（Ｎｏ.３）

６

（10）７

（８）

（９）

※解法の過程を記述してください。

n σ（n）
n



時間 程度よい短い
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ふつう難しい
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易しい
やさ

 ●検定時間内に記入できるかたはアンケートにご協力ください。あてはまるものの　 をぬりつぶしてください。
きょうりょくきにゅうけんてい じ かんない

かん ど

おもしろかった問題は何番ですか。　　～　   までの中から２つまで選んでください。
もんだい なんばん えら

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

１ ７

（よい例　　　　悪い例　　）１ １
れい わる れい

算数・数学は得意ですか。
さんすう すうがく とく い

　はい　　　　いいえ

検定をしているとき，監督官はずっといまし
たか。 （　はい　　　　いいえ　　）
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（Ｎｏ.１）

１

２ （３）

（１）

（２）

　人形ＡとＢの高さの比が１５：２０＝３：４だから，人形ＡとＢの体積の比は
　　３3：４3＝２７：６４
　よって，人形Ｂの体積は

　　８１０×　　＝１９２０（cm3）

（答）１９２０cm3

６４
２７

（答）１０８πcm3

　できる立体は，半径ＣＡの円を底面とする高さＢＣの円錐である。
△ＡＢＣにおいて，三平方の定理より
ＣＡ2＝ＡＢ2－ＢＣ2

＝１１2－６2

＝１２１－３６
＝８５

　よって，求める立体の体積は

　　ＣＡ2×π×ＢＣ×　 ＝８５×π×６×　 

＝１７０π（cm3）

（答）１７０πcm3

１
３

１
３
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（Ｎｏ.２）実用数学技能検定

３ （４）

４

５

（５）

（６）

（７）

（答）n＝６

　２次方程式 x 2＋（k－６）x－２k＋１７＝０の判別式を Dとすると
　　D＝（k－６）2－４（－２k＋１７）
　　　＝k 2－１２k＋３６＋８k－６８
　　　＝k 2－４k－３２
　放物線と x軸が異なる２つの共有点をもつとき，D＞０だから
　　k 2－４k－３２＞０
　（k＋４）（k－８）＞０
　　k＜－４，８＜k

（答）k＜－４，８＜k

（答）（－７，０），（１，０）

　sinθ＋cosθ＝－　 の両辺を２乗すると

　　sin2θ＋２sinθcosθ＋cos2θ＝　　

　sin2θ＋cos2θ＝１より

　　１＋２sinθcosθ＝　　

　　２sinθcosθ＝－　　

　　sinθcosθ＝－　　

（答）－  　

９
１６

９
１６
７
１６
７
３２

７
３２

３
４



（Ｎｏ.３）

６

（10）７

（８）

（９）

n σ（n）
n

（答）５６

１２０ ３

　求める球の入れ方の総数は，異なる５種類のものから重複を許して７個を選ぶ重
複組合せの総数に等しい。
　よって
　　5Ｈ7＝5＋7－1Ｃ7

　　　  ＝11Ｃ7

＝　　　　　　　　　

＝３３０（ 通り）

（答）３３０通り

１１・１０・９・８・７・６・５
７・６・５・４・３・２・１
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